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　歳入総額は、56億 4,677万円と前年度に比べて、7億 5,050万円、率にして 15.3％の増額となりました。

　科目別の決算額を構成比率でみますと、地方交付税 44.1％、町税 12.9％、町債 10.4％、繰入金 8.5％、国

庫支出金 8.1％、県支出金 5.9％などとなっています。

　増額の主なものとしては、繰入金 4億 7,429万円 (前年度対比 7,432.9％増 )、町債 3億 2,740万円 (126.9

％増 )、国庫支出金 2億 9,830万円 (189.9％増 )などです。

　減額の主なものとしては、地方交付税 1億 2,254万円 (前年度対比 4.7％減 )、県支出金 1億 248万円

(23.5％減 )、繰越金 1億 907万円 (48.9％減 )の減額などとなっています。

　また自主財源（町税・分担金等・使用料等・繰入金・繰越金・緒収入）比率をみますと、27.0％（前年度

23.8％）で前年度に比較すると 3.2％の増となっていますが、歳入の７割余りを自主財源以外の依存財源に

頼らなければならないという依然として苦しい台所事業が続いています。今後、いかにして自主財源を確

保していくかが大きな課題となっています。

　歳出総額は、54億 8,263万円で前年度と比べ 8億 5,011万円、18.4％の増額となりました。

　科目別に前年度と比較しますと、教育費 4億 1,988万円（前年度対比 133.4％増）、災害復旧費 4億 520万

円（1886.1％増）、公債費 2億 5,559万円（40.1％増）などが増額となっており、尾呂志小中学校建築事業費、

9月 30日の豪雨災害の復旧に要した経費、公債費 (町の借金の償還金 )の平準化のための繰上げ償還金な

どが増加しています。

　一方減少した科目としては、農林水産業費 1億 7,423万円（38.4％減）、総務費 1億 5,927万円（18.3％減）

◆一般会計の決算状況◆

　平成 13年度一般会計と特別会計の決算が、町議会 9月定例会で認定されました。

　決算の概要で町の財政状況を公表します。

決 算決 算 （平成13 年度）

歳 入 決 算 額 対前年度比 歳 出 決 算 額 対前年度比 差　　引　　額

56億4,677万円 ＋15.3％ 54億 8,263万円 ＋18.4％ 1億 6,414万円

※歳入については自主財源を白色、依存財源を緑色で

表示しています。
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などとなっており、農村総合整備事業及び山村振興施設 (さぎりの里 )の事業完了による減額、地域ケー

ブルテレビ整備事業加入促進負担金の減額が主な要因です。

　町民一人あたりの支出額を単純に計算しますと約 53万 1,520円となり昨年の 45万 1,513円と比べ 80,007

円 (前年度対比 17.7％増 )の増額となっています。

　健全財政を確保するため、財源をいかに効率的に活用するかが、これからも大事になってきます。

　次に普通会計 (※１)の決算で性質別支出について説明します。

　職員や議員、各種委員の報酬や給料などの人件費が 10億 8,537万円 (構成比率 19.8％ )で、昨年度に

比べ 480万円の増額です。

　扶助費とは、医療費の助成などの経費で、1億 7,144万円 (3.1％ )で 895万円の増額となっています。

町の借金の償還金である公債費が 8億 9,282万円 (16.3％ )で 2億 2,437万円の増額です。以上が義務的

経費と呼ばれておりこの比率 (39.2％ )が高いと財政運営上好ましくありません。

　物件費は、消耗品費・委託料・賃金・旅費などの消費的な性質の経費で 5億 8,716万円 (10.7％ )、補

助費等は、各種補助金・負担金・助成金などの経費で 8億 2,589万円 (15.1％ )となっています。

　また、道路・橋や庁舎等の建設事業費及び災害復旧費などの投資的経費が 14億 5,583万円 (26.6％ )

となっています。

※１　普通会計……　個々の地方公共団体ごとに各会計の範囲が異なっているなどの理由で財政比較が 

　困難なため、全地方公共団体で統一的に用いられる会計区分です。

　 当町の平成 13年度の会計区分では、おおむね一般会計と福祉資金貸付特別会計  

　を合算したものがこれにあたります。
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平成14年度一般会計予算の執行状況（9月末現在）

　水道事業については、平成 13年度より企業会計方式による経営を行っています。

　主な事業内容は、安全で安定した給水を実現するために下市木志原浄水場の浄水施設を膜ろ過方式へ

改良するための施設整備工事などを行いました。

会　　計　　名 歳 入 決 算 額 対 前 年 比 歳 出 決 算 額 対 前 年 比     

国 民 健 康 保 険 10億5,554万円 3.4％ 8億 9,606万円 2.1％           

福 祉 資 金 貸 付 232万円 7.7％ 232万円 皆増            

老 人 保 健 11億 4,876万円 3.5％ 11億 6,429万円 8.6％           

下 水 道 7億4,364万円 △ 22.0％ 7億 1,805万円 △ 21.7％       

工 業 団 地 事 業 2,051 万円 △   1.8％ 2,051万円 5,351.6％

◆特別会計の決算状況◆

◆水道事業特別会計（企業会計）の決算状況◆
区　　分 収入総額 対前年度比 支出総額 対前年度比 差　引　額

収 益 的 収 支 2億4,639万円 皆増 2億1,946万円 皆増 2,693万円

資 本 的 収 支 2億7,119万円 皆増 3億1,103万円 皆増 △3,984万円

資産の部                            負債の部

　１固定資産 18億8,685万円 　３固定負債 ０万円

　　(1) 有形固定資産合計 18億8,649万円 　４流動負債 899万円 

　　(2) 無形固定資産合計 36万円 負債の部合計 899万円 

　２流動資産 1億5,987万円 資本の部

　　(1) 現金預金 1億1,102万円 　５資本金 18億9,572万円  

　　(2) 未収金 2,221万円 　　(1) 自己資本金 2億6,105万円  

　　(3) 貯蔵品 1,250万円 　　(2) 借入資本金 16億3,467万円  

　　(4) その他流動資産 1,414万円 　６剰余金 1億4,201万円  

 　　(1) 資本剰余金 1億2,083万円

　　　　 　　　         　　(2) 利益譲与金 2,118万円

資産の部合計 20億4,672万円 資本の部合計 20億3,773万円

賃借対照表（平成 14 年 3 月 31 日現在）

平成14年度一般会計予算の執行状況（9月末現在）

　なお、特別会計の決算額の状況は、次の各表のとおりです。

　今後も効率的な財政運営に心掛け、健全な財政を維持できるように取り組みます。
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平成13 年度のおもな“まちづくり”平成13 年度のおもな“まちづくり”
・環境に関する国際規格 ISO14001認証取得…399万円

・イベント開催（ふるさとフェスティバル、大海水プール、熊野古道イベント、道の駅フェスタ、七里御浜

大海水プール、尾呂志米まつり他）…813万円

・阿田和保育園大規模修繕…2,935万円

・町内全保育所耐震診断…305万円

・RDF化施設（紀南清掃センター）建設負担金…1,581万円

・リサイクルセンター施設整備…2,532万円

・かんきつ振興事業（農業後継者育成、消費拡大、マルチ栽培推進に対する助成他）…1,891万円

・県営ふるさと水と土保全事業負担金（山地地区農道等整備）…1,235万円

・県営一般農道整備事業負担金（志原向山）…1,146万円

・森林環境創造事業及び緑の雇用事業（公益的機能向上のための多様な森林づくり）…1,273万円

・沿岸漁業構造改善事業補助金（築磯の設置による漁場拡大）…870万円

・商工業振興対策事業及び中小企業活性化事業補助金（商工会への補助）…850万円

・特産品振興対策補助金（特産品振興会への補助）…95万円

・町道の改良

　市木阿田和線（阿田和尾呂志街道踏切付近）

　　　　　　　　　　　…1億 1,872万円

　奥地線（阿田和町営住宅付近）…992万円

　市木阿田和線（下市木稲荷橋）…942万円

　岩本萩内線（萩内団地付近）…982万円

　西平見 2号線（志原西平見）…817万円

　木和田線（神木木和田）…766万円

　阪本川瀬線（阪本）…1,541万円

　栗須裏 6号線（栗須）…746万円

・消防常備化負担金（熊野市への消防・救急業務の委託分）…1億 1,749万円

・防火水槽設置工事･･･ 504万円

・消防市木分団第 3班消防車庫建替え他…745万円

・消防ポンプ自動車購入（阿田和分団）…1,145万円

・自主防災組織育成事業（町内 21組織）…345万円

・尾呂志小中学校の建築･･･ 3億 8,096万円

・小中学校トイレ改修

　（バリアフリー対策）…550万円

問い合わせ先　総務課 財政係　電話 05979-3-0505
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御浜町職員の給与はこのようになっています
　地方公務員の給与は、民間との比較、国家公務員やほかの地方

公共団体の職員とのバランスなどを考えて決められています。

　町民のみなさんに、御浜町職員の給与を知っていただくため、

そのあらましをお知らせします。

区　　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 計

標 準 的 な 職 務 内 容 主事補 主事
主任主事
主事

係長
主任主事

課長補佐
係長

課長
課長補佐

課長 課長

職 員 数 （ 人 ） 2 2 5 24 2 26 6 8 75

構 成 比 （ ％  ） 2.7 2.7 6.6 32.0 2.7 34.7 8.0 10.6 100.0 

６. 一般行政職の級別職員数の状況（平成 14 年４月１日現在）

　給料表は、職務の内容や責任の程度によって、いくつかの級に区分されます。代表例として、　一般行政職に

ついて見ると、次のとおりです。

（注）標準的な職務内容とは、代表的な職名を示しています。

代表職種
町 三 重 県

決定初任給 採 用 ２ 年
経過日給料額 決定初任給

行政        

職員

大学卒 174,400円 188,900円 181,400円

高校卒 141,900円 151,800円 146,500円

代表職種
経験年数

7～10年 10～ 15年 15～ 20年

町
一般行政職員

大学卒 260,617円 285,360円 362,050円

高校卒 211,300円 269,100円 291,633円

現業職員 高校卒 － 232,200円 253,833円

４. 職員の初任給の状況
　　（平成 14 年４月１日現在）

５. 職員の経験年数階層別・学歴別平均給料　
　 月額の状況（平成 14 年４月１日現在）

（注）̶は、該当職員がなし。

区 分
町 三重県

一般行政職員 現業職員 一般行政職員 現業職員

平均給料月額 344,720円 299,942円 359,193円 352,444円

平均給与月額 380,605円 323,746円 430,500円 390,680円

平 均 年 齢 42.9 歳 45.9 歳 40.6 歳 44.6 歳

３. 職員の平均年齢、平均給与額、平均給与月額状況（平成 14 年４月１日現在）

（注）給与は、基本給である

給料に固定的な職員手

当（扶養・通勤・住居・

管理職）を含んだもの

です。

区 分 職員数
（A）

給　　　　　　与　　　　　　費 1人当り人件
費（B／Ａ）給　　　料 諸　　手　　当 期末・勤勉手当 計　　　（B）

14年度 125人 5億0,611万 3千円 7,001万 8千円 2億2,074万円 7億9,687万 1千円 637万円

２. 職員給与費の状況（普通会計予算）

区 分 住民基本台帳（年度末） 歳出額（A） 人件費（B）
人件費率 
（B／Ａ）

12年度人件
費率（参考）

13年度
平成14年3月31日

10,287人
54億 8,273万 8千円 10億 8,537万 3千円 19.8% 23.2%

１. 人件費の状況（普通会計決算）

　人件費には、特別職（町長、収入役、教育長、議会議員等）に支給される給料、報酬などを含みます。

８.期末・勤勉手当、退職手当の状況
　　（平成 14 年４月１日現在）
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区分 内                                容 国との
同異

扶養

手当

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　16,000円

同

配偶者以外の扶養親族2人まで　　　　　　　　5,500円
ただし、配偶者のない場合の1人目　　　　　  11,000円
扶養親族でない配偶者を有する場合の1人目　　6,500円
その他の扶養親族　　　　　　　　　　　　　  2,000円
満16歳以上22歳までの子について　　　　  5,000円加算

住居

手当

ア．借家、借間居住者

同
　 　支給対象額    　　　家賃等の12,000円を超える額
　 　最高支給額　　　　　　　　　　　　　  27,000円
イ．自宅居住者　　　　　　　　　　　　　　　 1,000円
　　　 〃　　　（新築後5年間）　　　　　　　  2,500円

通勤

手当

片道2ｋｍ以上で、交通機関又は交通用具を使用する場合、支給
異　 　全額支給限度額　　　　　　　　　　　 45,000円

　 　最高支給額　　　　　　　　　　　　　  50,000円
管理職
手　当 給料月額の10分の1（百円未満切捨て） 異

職員全体に占める手当
支 給 職 員 の 割 合 13.5%

支給対象職員１人当たり
平 均 支 給 月 額 3,837円

主に支給されている

代 表 的 な 手 当

・町税業務
・国保税業務
・衛生業務（収集）
・国民年金徴収業務

12年度
支 給 総 額 27,030千円
職員1人当たり支給年額 255千円

13年度
支 給 総 額 38,552千円
職員1人当たり支給年額 279千円

期
末
・
勤
勉
手
当

 （14年度支給割合）
期　末 勤　勉

6月期 1.45月分 0.60月分
12月期 1.55月分 0.55月分
3月期 0.55月分 －
計 3.55月分 1.15月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置 有

退
職
手
当

（13年度支給率）
自己都合 定年・勧奨

最高限度額 60.0 月分 62.7  月分
勤続 20年 21.0 月分 28.875 月分
勤続25年 33.75月分 44.55 月分
勤続 35年 47.5 月分 62.7  月分
そのほかの 定年前早期退職特例措置

（2％～20％加算）加 算 措 置
退 職 時 の

1号～3号
特 別 昇 給

区　分

部　門

職員数（人） 対前年増
減数(人)

主な増減理由
平成13年 平成14年

一
般
行
政

議 会 2 2 0
総 務 27 26 △ 1 業務の見直し
税 務 8 8 0
民 生 45 46 1 一歳児保育開始
衛 生 13 14 1 県からの事務移管
労 働 0
農 水 11 12 1 業  務  増
商 工 0
土 木 8 9 1 〃

一般行政計 114 117 3

特　

別

行　

政

教 育 13 13 0
0

小 計 13 13 0

公
営
企
業
等

水 道 4 4 0
下水道 3 2 △ 1 事業の一部終了
その他 6 6 0
小 計 13 12 △ 1

総　合　計 140 142 2
給料月額等 期末手当（14年度支給割合）

町 長 750,000円  6 月期　　2.05月分 職制上の段

階、職務の

級等による

加算措置　

　　　

助 役 605,000円 12月期　　2.10月分
収入役 585,000円  3 月期　　0.55月分
教育長 575,000円   計　　　4.70月分
議 長 285,000円  6 月期　　1.45月分
副議長 225,000円 12月期　　1.55月分
議 員 210,000円  3 月期　　0.55月分

有
　計　　　3.55月分

７.扶養手当・住居手当・通勤手当・管理職手当の状況
　　（平成 14 年４月１日現在）

８.期末・勤勉手当、退職手当の状況
　　（平成 14 年４月１日現在）

（注）期末・勤勉手当の支給割合及び退職手
当の支給率は、国・県と同じです。

９.特殊勤務手当の状況
　 （平成 14 年４月１日現在）

10. 時間外勤務手当の状況（普通会計）

11.特別職の報酬等の状況の状況
　  （平成 14 年４月１日現在）

　町長等の特別職の職員の報酬等については、公正を期す
　ため、町内の各分野の有職者などで構成する「特別職報
　酬等審議会」の答申を受けて、条例で定められています。

12.部門別職員数の状況と主な増減理由
　 （平成 14 年４月１日現在）

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公
務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを
含み、臨時又は非常勤職員を除いています。

†問い合わせ先†

総務課　職員係

３－０５０５
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町内保育所園児
募　集

平成15年度入所

町内保育所園児
募　集

平成14年11月1日（金）～

11月11日（月）

　

町
で
は
、
次
の
要
領
で
平
成
15

年
度
の
保
育
所
園
児
を
募
集
し
ま

す
。
通
園
区
域
は
設
定
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
希
望
す
る
保
育
所

へ
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
広
域
入
所
（
熊
野
市
〜

那
智
勝
浦
町
管
内
）
に
つ
い
て
も

同
時
に
受
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
同
じ
要
領
で
福
祉
保
健
課
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
入
所
申
請
の
資
格
】

　

入
所
で
き
る
幼
児
は
、
そ
の
家

庭
が
次
の
い
ず
れ
か
の
事
情
に
あ

る
場
合
で
す
。

▼
幼
児
の
親
が
家
庭
外
で
仕
事
を

　

し
て
い
る

▼
幼
児
の
親
が
家
庭
内
で
家
事
以

　

外
の
仕
事
を
し
て
い
る

▼
両
親
が
い
な
い

▼
母
親
が
出
産
や
病
気
な
ど
で
保

　

育
が
で
き
な
い

▼
家
族
が
病
人
や
障
害
者
の
看
護

　

を
し
て
い
る

▼
家
庭
が
災
害
を
受
け
た

▼
そ
の
他
特
別
な
事
情
が
あ
る

【
申
し
込
み
先
】

町
内
各
保
育
所
（
園
）

▽
神　

木
保
育
所
（
２
）０
１
６
３

▽
志　

原
保
育
所
（
２
）０
０
５
８

▽
市　

木
保
育
所
（
２
）２
３
４
８

▽
阿
田
和
保
育
園
（
２
）２
０
７
１

▽
尾
呂
志
保
育
所
（
４
）１
０
４
９

▽
福
祉
保
健
課　

（
３
）０
５
１
５

【
提
出
書
類
】


入
所
申
込
書


就
労
証
明
書

　

・
会
社
等
で
働
い
て
い
る
方

　

・
自
営
業
の
方

　

・
内
職
を
し
て
い
る
方

　

・
農
業
等
の
手
伝
い
を
し
て
い

　
　

る
方


診
断
書
（
病
気
等
の
場
合
）

※


の
用
紙
は
申
し
込
み
先
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

【
保
育
料
】

　

保
育
料
は
前
年
の
所
得
を
基
本

に
決
定
し
ま
す
が
、
平
成
15
年

度
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
決

定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

参
考
ま
で
に
、
平
成
14
年
度

の
保
育
料
（
抜
粋
）
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

延
長
保
育
は
、
本
年
も
阿
田
和

保
育
園
及
び
市
木
保
育
所
で
実
施

し
ま
す
。

　

延
長
保
育
を
希
望
し
対
象
者
に

該
当
す
る
方
は
、
希
望
す
る
保
育

所
に
、「
入
所
申
込
書
」
と
合
わ

せ
て
「
延
長
保
育
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

各
保
育
所
及
び
福
祉
保
健
課
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

【
延
長
保
育
対
象
者
】


要
保
育
者
が
、
家
庭
外
で
就
労

し
て
お
り
、
午
後
４
時
以
降
も
引

き
続
き
就
労
し
て
い
る
こ
と
が
証

明
で
き
、
他
に
保
育
を
依
頼
で
き

る
者
が
い
な
い
幼
児


要
保
育
者
が
疾
病
等
で
、
代
わ

っ
て
保
育
を
行
う
者
が
、
午
後
４

時
以
降
も
引
き
続
き
就
労
し
て
い

る
こ
と
が
証
明
で
き
る
幼
児


そ
の
他
災
害
等
の
特
別
の
事
情

に
よ
り
、
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ

る
幼
児

【
延
長
保
育
時
間
】

午
後
４
時
か
ら
午
後
５
時
30
分

ま
で
と
し
、
午
後
６
時
ま
で
に
園

を
降
園
す
る
こ
と

※
土
曜
日
は
延
長
保
育
は
行
い
ま

　

せ
ん
。

【
延
長
保
育
料
】

　

延
長
保
育
に
か
か
る
保
育
料

は
、別
途
月
額
２
０
０
０
円（
２
人

目
以
降
は
半
額
）必
要
で
す
。

【
受
付
期
間
】

11
月
１
日（
金
）〜
11
月
11
日（
月
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

各
保
育
所
（
園
）
又
は
、

福
祉
保
健
課　

福
祉
係

（
担
当　

畑
中
）延長保育（市木保育所）

所得税等
による区分

3歳未満児
　　　　 （円）

3歳以上児
　　　　 （円）

町民税
非課税世帯

 0 ～ 10,400  0 ～ 9,000

町民税
課税世帯

17,500 ～　
　　　 19,500

15,500 ～　　
　　　 17,000

所得税
課税世帯

22,500 ～
　　　 41,500

20,000 ～
　　　 34,000

阿
田
和
保
育
園
及
び
市
木
保
育
所
は
、

延
長
保
育
、
１
歳
児
保
育
（
定
員
各
５
名
）

を
実
施
し
ま
す
。

阿
田
和
・
市
木
・
志
原
保
育
所
は

朝
7
時
45
分
か
ら
保
育
を
開
始
し
ま
す
。
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わがら元気塾  自主講座（11 月分）わがら元気塾  自主講座（11 月分）

☆すべて参加料は無料で、町内在住・在勤の方ならどなたでも参加いただけます。
†申し込み・お問合せ先†　教育委員会　わがら元気塾事務局　３－０５２６

御浜町長選挙結果
　９月２９日、任期満了に伴う御浜町長選挙
の投票・開票が行われました。
　結果は次のとおりです。

　当 北　裏　公　　教 ３，９８９票
 古　川　ひろふみ ３，１０１票

　　投票率　８７.７１％
くろしおホールでの開票作業

●各投票区における投票結果●

投　　票　　区 当日有権者数 投票者数 投票率（％）

　１（片川） 　　　３２ 　　　２９ ９０．６３

　２（上野、川瀬、栗須） 　　５３６ 　　４４３ ８２．６５

　３（阪本） 　　１２８ 　　１０５ ８２．０３

　４（西原、中立） 　　１７９ 　　１６５ ９２．１８

　５（柿原） 　　１８８ 　　１８５ ９８．４０

　６（引作） 　　　５０ 　　　４８ ９６．００

　７（山地） 　　１７５ 　　１５７ ８９．７１

　８（阿田和） ２，４０３ ２，１５８ ８９．８０

　９（下市木） ２，０２３ １，７７４ ８７．６９

１０（上市木） 　　３５９ 　　３１２ ８６．９１

１１（神木） 　　６０９ 　　４９６ ８１．４４

１２（志原） 　　４１７ 　　３６６ ８７．７７

１３（志原平見） １，０２３ 　　８８６ ８６．６１

合　　　計 ８，１２２ ７，１２４ ８７．７１

投 票 総 数　７，１２４票　有効投票数　７，０９０票

　　　　　　　　　　　　 無効投票数　　　３４票

平成15年4月1日採用　町職員募集
●職種及び採用予定人員

　　一般行政職（保育士）・・・１名

●試験実施日時

　・第１次試験（教養試験）

　　　平成１４年１１月２４日（日）午前９時～

　・第２次試験（作文・面接試験）

　　　平成１４年１２月　８日（日）午前９時～

●願書受付期間

　　平成１４年１１月８日（金）まで

　　（土・日・祝日を除く役場執務時間。郵送の場合

　　 は速達書留とし、締切日消印有効）

　◆詳しくは、総務課 職員係（３－０５０５）ま

　　でお問い合せください。

日　時 場　所 講　師 対　象 定員 持ち物

熊野古道ウォー

キング教室

11月10日（日）
午前10時～午後2時

風伝峠への古道
（全行程3キロ程度）
※さぎり茶屋にて集合解散

渡邊　芳遠
勝田善二郎

小学生～一般
（小学生は、保護
者同伴）

30名
程度

昼食（各自持参）

しめ縄作り教室
11月22日（金）
午後7時～9時

下市木公民館 佐古口好通
30名
程度

ペンチ・せんてばさみ
※材料はこちらで用
意します。

パソコン（年賀

状づくり）教室

11月26日（火）～
　28日（木）[3日間]
午後7時～9時

中央公民館 浦東　敦之
高齢者でパソコ
ンを始めたい方
（または、初心者）

10名
程度

ハガキ5～10枚程度
※パソコンはこちら
で用意します。
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南
郡
熊
野
市
町
村
合
併
研
究
会

で
は
、
現
在
、
合
併
検
討
に
お
け

る
事
務
事
業
実
態
調
査
、
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
等
に
つ
い
て
四
日
市
大

学
地
域
政
策
研
究
所
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
内
、
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の
回
収
結
果
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
結
果

　

９
月
中
旬
よ
り
南
郡
熊
野
市
町

村
合
併
研
究
会
で
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
合
併
に
つ
い
て
の
関
心
度

な
ど
を
把
握
す
る
た
め
に
、
南
郡

熊
野
５
市
町
村
に
お
住
ま
い
の
方

の
中
か
ら
総
計
２
０
７
４
人
の
方

に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
そ
の
回
収
結
果
は
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

病や

む
友
の　

華
麗
な
姿　

曼ま
ん
じ
ゅ珠

沙し
ゃ
げ華 

山
田　
　

準

迷
い
犬　

人
恋
う
瞳　

 

秋し
ゅ
う
し思

あ
り 

真
砂　

笑
子

精せ
い
れ
い霊

の　

渡
り
廊
下
や　

海
の
虹 

中
村　

幸
子

耳
鳴
り
に  

混
じ
る
夜
更
け
の  

チ
チ
ロ
か
な 

向
井　

春
羊

鈴
虫
や　

今
年
の
声
で　

鳴
き
に
け
り 

須
崎　

行
雄

三
度
読
む　
「
坊
ち
ゃ
ん
」
連
載　

朝
涼
し 

湊　
　
　

貞

目
薬
の　

一
滴
ぬ
る
し　

原
爆
忌 

井
奥
冨
久
子

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ 

着
せ
ら
れ
案か

か

し
山
子 

棚
田
守も

る 

福
井　

清
子

遠と
お
は
な
び

花
火　

咲
く
大
輪
に　

音
は
無
し 

西　
　

敦
子

入
道
雲　

戦
争
知
ら
ぬ
児こ　

黙も
く
と
う祷
す 

谷
口　

希
世

切
り
株
が　

苦
労
名
残
の　

刈
田
か
な 

杉
目　

芳
巳

秋し
ゅ
う
え
ん
燕
や　

通
し
土
間
あ
る　

京
の
家 

長
尾　

あ
や

薬
草
の　

数
々
干
し
て　

秋
彼
岸 

日
浦
と
よ
の

門
火
焚た

く　

ビ
ル
マ
に
征ゆ

き
し　

友
の
顔 

堀　
　

一
秀

現う
つ

し
世
の　

不
況
き
び
し
く　

青
み
か
ん 

川
本　

素
秋

露
天
風
呂　

時
移
ろ
い
ぬ　

虫
時し

ぐ
れ雨 

東　

か
ほ
る

叩
く
な
と　

柄え

に
来
て
縋す

が

る　

秋
の
蝿 

和
田　

一
潮

雲
海
に　

沈
む
古
里　

芒
す
す
きの
穂 

中
西　

水
交

み
は
ま
広
報
俳
句
九
月
抄　

の
設
問
に
対
す
る
集
約
・
分
析
等

は
四
日
市
大
学
地
域
政
策
研
究
所

の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
ま
と
め

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
集
約
結
果

の
詳
細
に
つ
い
て
は
12
月
の
広

報
紙
に
折
り
込
ま
れ
ま
す
「
南
郡

熊
野
市
町
村
合
併
研
究
会
だ
よ
り

第
２
号
」
に
て
掲
載
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
回
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
に
は
、

お
忙
し
い
中
、
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
て
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
し

た
ご
意
見
は
合
併
検
討
に
お
け
る

貴
重
な
参
考
資
料
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　　合併すると地域の伝統や文化が失われていきませんか？

　　　合併はそれまでの市町村を同じカラーで塗りつぶそうというものでなく、より

　　大きな範囲で新しいまちづくりを考えようというものです。

　合併後にも、それぞれの地域において育まれた歴史、文化、伝統などを尊重した地

域づくりを行ったり、旧地名を残していく等の工夫をすることで各地域の個性を活か

したまちづくりを行っていけます。

市町村合併
研究会
コーナー

市町村合併に関するＱ＆Ａ－Part3
Q

A

配布票数 回収票数 回収率（％）

熊野市 821 333 40.6 ％

御浜町 443 222 50.1 ％

紀宝町 379 218 57.5 ％

紀和町 170 106 62.4 ％

鵜殿村 261 133 51.0 ％

合　計 2,074 1,012 48.8 ％

調査表の配布・回収結果



5

季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

季
節

　
カ
レ
ン
ダ
ー

11月

No.263

疲れや食欲不振に
ビタミンB1を

転ばないからだをつくろう

活動的な
生活を送ることで

て
い
ま
す
。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ1
を
補
う
に
は
、
胚

芽
牛
乳
、
緑
黄
色
野
菜
、
肝
、
獣

鳥
鯨
肉
、
豆
類
等
の
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ1
を
多
く
含
む
食
品
を
一
品
加

え
る
こ
と
で
補
え
ま
す
。
ま
た
、

豚
肉
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ1
も
多
く
、
玉

ね
ぎ
、に
ん
に
く
、

に
ら
、ら
っ
き
ょ
、

梅
干
な
ど
を
組
み

合
わ
せ
て
食
べ
る

こ
と
で
よ
り
吸
収

率
を
よ
く
し
ま

す
。
是
非
、
毎
日

の
食
事
に
と
り
入

れ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

高
齢
者
が
寝
た
き
り
に
な
る
原
因
は
、
脳
卒

中
の
後
遺
症
が
一
番
目
。
二
番
目
が
転
倒
骨
折

で
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
脚
と
腰
の
筋
肉
が
萎い

し
ゅ
く縮

し
歩

き
方
が
す
り
足
に
な
る
た
め
、
ち
ょ
っ
と
し
た

障
害
物
に
つ
ま
ず
い
て
も
転
倒
し
、
骨
折
し
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
骨
折
し
て
し
ま
う

と
あ
る
程
度
の
期
間
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
そ
の
間
に
脚
の
筋
肉
が
弱
く
な
っ
て

し
ま
い
寝
た
き
り
の
原
因
に
な
る
の
で
す
。

　

転
倒
を
防
ぐ
た
め
に
大
切
な
、
歩
行
能
力
や

筋
力
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
な
ど
の
身
体
機
能
は
、

身
体
を
よ
く
動
か
す
活
動
的
な
生
活
を
送
る
こ

と
で
維
持
・
改
善
で
き
ま
す
。

　

下
に
紹
介
す
る
い
く
つ
か
の
転
倒
予
防
体
操

を
実
施
し
、
腰
・
脚
の
筋
肉
を
つ
け
て
転
倒
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

足の筋力をつける体操

・各動作は 5 ～ 12 回くり返します。

・体操を始める前に必ず準備体操等を

行ってください。

1. 片足体重かけ
足を左右に開き、両手を腰にあてて、
ひざを曲げ体重を両足にかけます。

両足の裏を床につけたまま、片方の
足に体重をかけ、約5秒止めます。

※伸ばした方の足のかかとをあげたり、足をあげ
たりすると太ももに強い負荷がかかります。

このとき曲げたひざが足の親指より
前に出ないようにします。

重心の高さは変えずに体重を反対の
足にゆっくりとかけ、約 5秒止め
ます。

※ひざが痛い人は無理にやる必要はありません。

2. かかとあげ
両足そろえて、背中を伸ばして自然に立
ちます。

爪先を軸にかかとをあげ約3～5秒止め、
ゆっくりとさげます。

※なれたらかかとをあげたあと、さらにひざを曲げま
す。戻るときはひざを伸ばしたあとにかかとをさげ
ます。

3. 足首の曲げ伸ばし
両足そろえて、ひざを
伸ばしてすわります。

背中を伸ばし、両手を
後ろに軽くついて上体
をささえます。

両足の指先を最大に内側
にそらし約5秒止めます。

指先を外側にしっかり伸
ばし約5秒止めます。

※太ももを強く刺激するために、そ
らすときにかかとをもちあげよう
とする気持ちで行うと効果的で
す。

4. 片足あげ（左右）
背中を伸ばし、両手を後ろに軽くつい
てすわります。

ひざを曲げます。
片方の足を伸ばしながらもちあげて約
5秒止め、ゆっくりとおろします。

※足を伸ばすときに、かかとの前のおもりをかかと
でおし出すような感じで力を入れながらゆっくり
と伸ばします。伸ばした足は、立てたひざより高
くならないように気をつけてください。

5. 足の前後交差
タオルたたんで床におきます。
タオルを境にして片方の足を前に
反対の足は後ろにおきます。

後ろななめに上体を伸ばして、腕
でささえます。

同時に両足をもちあげ、そのまま
2～3秒止めます。

停止後、足をゆっくりと前後に交差させます。

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｂ1
が
不

足
す
る
と
肩
こ
り
や
目

の
疲
れ
、
消
化
管
の
運

動
が
鈍
っ
て
食
欲
が
減

退
し
た
り
し
ま
す
。
最

近
で
は
、
清
涼
飲
料
水

や
甘
い
お
菓
子
、
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
の
と
り

す
ぎ
に
よ
る
弊
害
も
出
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地
域
防
犯
灯
の

　

維
持
管
理
に
つ
い
て

自
衛
隊
生
徒
募
集

このコーナーは、
　　身近な情報を
　　　　皆さんにお伝えする

コーナーです

役場本庁での窓口証明業務（戸籍・住民票・印鑑証明のみ）は

  午後６時15分まで受付しています。（月～金）

県保険医協会
　朝９時から翌朝９時まで24時

間、同内容のテープが流れます。

（祝日は前日のテープ）

　毎月内容が変更されます。

０
（津局）

５９-223-1
い
1
い
1
医
4
師

月

火

水

木
金
土
日
エイズについて

インフルエンザについて
（予防注射など）

老眼鏡のはなし

夜尿症

親知らずは悪玉か？？？

10月のテーマ

健康情報テレホンサービス

（フリーダイヤル）

０１２０-141154

　

防
衛
庁
で
は
、
陸
上
・
海
上
・

航
空
各
自
衛
隊
の
専
門
技
術
者
を

養
成
す
る
た
め
、
自
衛
隊
生
徒
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

中
学
卒
業
（
見
込
含
む
）
で
17
歳

未
満
の
男
子

【
受
付
期
間
】

平
成
14
年
11
月
５
日
〜

平
成
15
年
１
月
７
日

【
試
験
日
程
】

●
１
次
試
験

　
　

平
成
15
年
１
月
11
日

●
２
次
試
験

　
　

平
成
15
年
１
月
24
日
〜

　

27
日
（
う
ち
１
日
）

●
最
終
合
格
発
表

　
　

平
成
15
年
２
月
18
日

【
そ
の
他
】

・
採
用
時
期
は
、
平
成
15
年
４
月

　

町
内
各
地
区
に
お
い
て
防
犯
灯

の
整
備
調
査
等
を
行
っ
て
お
り
、

調
査
が
完
了
し
た
も
の
か
ら
、
設

置
さ
れ
て
い
る
電
柱
等
に
記
号
番

号
を
記
し
た
シ
ー
ル
（
例　

防
犯

灯　

み　

阿
０
０
１
）
を
貼
り
、

防
犯
灯
の
維
持
管
理
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

お
近
く
の
防
犯
灯
で
電
球
が
切

れ
て
い
る
と
か
、
故
障
し
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
シ
ー
ル

に
記
さ
れ
て
い
る
記
号
番
号
を
税

務
住
民
課　

く
ら
し
と
相
談
係
ま

で
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２（
有
）３
０
１
２

○
夫
婦
、
親
子
、
親
族
間
の
こ
と

○
結
婚
、
離
婚
、
異
性
関
係
の
こ

と
○
対
人
関
係
、
金
銭
問
題
、
健
康

等
生
活
全
般
の
こ
と

○
夫
や
親
し
い
関
係
に
あ
る
男
性

か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）

　

誰
に
相
談
し
て
い
い
の
か
わ
か

ら
な
い
と
き
、
自
分
の
力
だ
け
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
と
き
お
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
す
。

　

相
談
は
婦
人
相
談
員
が
お
受
け

し
、
相
談
内
容
、
個
人
の
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

　

電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
来
所
さ
れ
る
場
合
は
事

前
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
相
談
日
時
】

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

【
相
談
場
所
】

（
木
曜
日
を
除
く
）

紀
北
県
民
局
保
健
福
祉
部

　
　
　
　
　
　

児
童
家
庭
チ
ー
ム


０
５
９
７
２
│
３
│
３
４
２
９

（
木
曜
日
の
み
）

紀
南
県
民
局
保
健
福
祉
部

　
　
　
　

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ


０
５
９
７
８
│
４
│
４
１
０
１

み
は
ま
ア
カ
ペ
ラ
・
ゴ
ス
ペ
ル

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

参
加
者
募
集

【
開
催
日
】
12
月
22
日
（
日
）

【
場　

所
】
中
央
公
民
館

【
募
集
期
間
】
12
月
６
日
（
金
）

ま
で

【
募
集
定
員
】
20
組
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

【
申
し
込
み
方
法
】

電
話
ま
た
は
ハ
ガ
キ
で
代
表
者
氏

名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
曲
名
を

ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

†
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
†

教
育
委
員
会

３
│
０
５
２
６

（
担
当　

崎
久
保
）

※
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
グ
ル
ー

プ
に
は
、
運
営
委
員
会
が
お
願
い

の
連
絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

女
性
相
談
の
お
知
ら
せ

　

上
旬
で
す
。

・
入
隊
後
の
教
育
期
間
は
４
年
間

で
、
３
年
修
了
時
に
は
高
校
卒

業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

自
衛
隊
熊
野
募
集
事
務
所


０
５
９
７
８
│
５
│
２
２
１
４

紀
伊
地
区
自
衛
官
募
集
事
務

　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会


０
５
９
７
８
│
９
│
４
１
１
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
３
）
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浅井力也－障害に負けず
描き続ける少年画家－

柳本　茂 著

新刊案内

in
fo
rm
a
tio
n

c
o
rn
e
r

町図書館だより 新書のお知らせ
　

脳
性
ま
ひ
と
い
う
重
い
障
害
を

持
っ
て
生
ま
れ
た
力
也
は
、
言
葉

を
発
し
て
話
す
こ
と
も
、
手
足
を

自
由
に
使
う
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
で
も
力
也
は
、
上
手
に
使
え

な
い
手
に
筆
を
握
り
、
そ
の
上
か

ら
包
帯
で
筆
を
固
定
し
描
い
て
い

た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
握
れ
る
も

の
は
何
で
も
使
い
、
一
生
懸
命
努

力
し
一
枚
の
絵
を
仕
上
げ
て
い
き

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
か
を
成
し
遂
げ
ら

れ
る
と
い
う
喜
び
を
知
り
、
そ
の

大
変
な
努
力
は
幸
せ
に
変
わ
っ
た

の
で
す
。
で
き
な
い
か
ら
と
あ
き

ら
め
ず
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
切

な
の
だ
と
い
う
こ
と
、
生
ま
れ
て

か
ら
一
度
も
怒
っ
た
こ
と
も
な

く
、
嘘
を
つ
い
た
こ
と
も
な
く
、

い
つ
も
他
人
を
深
く
思
う
や
さ
し

さ
、
そ
れ
ら
を
語
り
か
け
て
く
れ

る
絵
の
一
枚
一
枚
が
力
也
の
マ

イ
・
ソ
ー
ル
ド
で
す
。

　

私
は
人
の
立
場
に
な
っ
て
考

え
、
互
い
に
愛
し
合
う
力
也
の
ス

ピ
リ
ッ
ト
の
大
き
な
愛
は
き
っ

と
、
神
様
か
ら
頂
い
た
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
大
き
な

愛
を
こ
れ
か
ら
も
お
友
だ
ち
と
分

か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
ら
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

浅
井　

三
和
子

　

僕
が
一
番
大
切
に
し
て
い
る
も

の
は
、
た
く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、

神
様
か
ら
頂
い
た
大
き
な
愛
と
感

謝
の
気
持
ち
、
そ
し
て
大
事
な
友

だ
ち
で
す
。　
　
　

浅
井　

力
也

癒しの溶岩園芸 佐藤　俊明　著

９月１１日の英雄たち

 ダニエル・ペイズナー他　著

熊野異界への旅 山本　殖生　著

出
産
祝
金
支
給
制
度
を

知
っ
て
ま
す
か
？

　

こ
の
制
度
は
、
次
代
を
担
う
児

童
の
出
産
を
奨
励
、
祝
福
し
て
出

産
祝
金
を
支
給
し
、
人
口
増
加
に

よ
り
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
目

指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

受
給
資
格
は
、
御
浜
町
住
民
基

本
台
帳
に
原
則
１
年
以
上
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
第
３
子
以
上
を

出
産
し
養
育
す
る
方
、
若
し
く
は

そ
の
配
偶
者
で
す
。

祝
金
の
額
は
、

　

第
３
子
の
出
産 

10
万
円

　

第
４
子
以
上
の
出
産 

30
万
円

こ
の
制
度
に
該
当
し
た
場
合
は
、

出
生
後
、
30
日
以
内
に
福
祉
保

健
課
で
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課　

福
祉
係


３
│
０
５
１
５

　

身
体
障
害
者
手
帳
交
付
の
要
否

判
定
、
等
級
変
更
、
補
装
具
の
要

否
判
定
等
に
つ
い
て
、
県
の
身
体

障
害
者
更
生
相
談
所
に
よ
る
巡
回

相
談
を
行
い
ま
す
。

【
日
時
】
12
月
５
日(

木)

午
後
１
時
〜
２
時 

（
受
付
）

午
後
２
時
〜 

（
診
察
）

【
場
所
】
紀
南
病
院

【
診
察
内
容
】
整
形
外
科
・
耳
鼻

科
（
聴
覚
に
関
す
る
も
の
）

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課

３
│
０
５
１
５

※
事
前
に
福
祉
保
健
課
ま
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

【
募
集
学
科
】
看
護
学
科
（
全
日

制
、
看
護
師
３
年
課
程
）

【
募
集
人
員
】
40
名
（
推
薦
入
学

の
募
集
人
員
を
含
む
。）

【
修
業
年
限
】
３
年

【
出
願
資
格
】

（
１
）
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

（
２
）
平
成
15
年
３
月
高
等
学
校

　
　

  

卒
業
見
込
み
の
者

（
３
）
学
校
教
育
法
第
56
条
に
該

　
　

  

当
す
る
者

【
入
学
願
書
受
付
期
間
】

平
成
14
年
12
月
６
日（
金
）か
ら

12
月
13
日（
金
）ま
で

必
ず
郵
送
（
書
留
郵
便
）
に
よ
り

提
出
す
る
こ
と
（
締
切
日
消
印
有

効
）。

※
試
験
科
目
・
日
時
、
出
願
手
続

き
等
そ
の
他
お
問
合
せ
は
、
左
記

連
絡
先
ま
で

†
問
い
合
わ
せ
先
†

和
歌
山
県
立
な
ぎ
看
護
学
校


０
７
３
５
│
３
１
│
８
７
９
７

和
歌
山
県
立
な
ぎ
看
護
学
校

学
生
募
集

【
主
催
】
三
重
県
、（
財
）
三
重
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、（
財
）
三

重
県
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
趣
旨
】
高
齢
者
の
経
験
・
知
識

等
を
紹
介
し
、
世
代
間
交
流
を
図

る
た
め
、
記
念
講
演
、
作
品
展
、

芸
能
大
会
な
ど
の
催
し
を
実
施

【
日
時
】

11
月
13
日（
水
）〜
17
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

※
17
日
の
み
午
後
３
時
30
分
ま
で

【
場
所
】

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

津
市
一
身
田
上
津
部
田
１
２
３
４

【
そ
の
他
】
参
加
費
無
料

†
問
い
合
わ
せ
先
†

福
祉
保
健
課

３
│
０
５
１
５

（
担
当　

崎
久
保
）

み
え
高
齢
者

健
康
文
化
祭

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

（中央公民館）
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第
３
号
被
保
険
者

の
届
出
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た
！

保
険
料
は
、
そ
の
配
偶
者
の
加
入

し
て
い
る
各
被
用
者
年
金
制
度

が
、
第
３
号
被
保
険
者
の
人
数
に

応
じ
て
、
公
的
年
金
制
度
と
し
て

負
担
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
第
３
号
被
保
険
者
本
人

ま
た
は
配
偶
者
で
あ
る
第
２
号
被

保
険
者
が
、
別
途
負
担
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
但
し
、
第
３
号

被
保
険
者
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い

な
い
と
、
将
来
、
年
金
が
も
ら
え

な
か
っ
た
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
第
３
号
被

保
険
者
に
該
当
し
た
時
に
は
、
そ

の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20

歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
う
ち
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
方
（
※
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
妻
で
あ
る
専
業
主
婦

な
ど
）
は
、
第
３
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。
第
３
号
被
保
険
者
の

税
務
住
民
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

　

11
月
は
、
固
定
資
産
税
第

4
期
の
納
期
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

納
期
限
12
月
2
日
（
月
）

※
納
税
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

　１１月１１日から１１月１７日までは「税を知る週間」です。

　税金は、国や地方公共団体が活動するための大切な財源です。

《身近な税の使いみち》

○公立学校の児童・生徒への教育費　○警察・消防費

○国民医療費　　　　　　　　　　　○町のゴミ処理費

　消費税の課税事業者等が、消費税法に規定されている各種の

届出の要件に該当する事実が発生した場合には、その旨を記載

した届出書を税務署に提出する必要があります。

　各種届出書については、税務署の窓口のほか「タックスアン

サー・ホームページ」でも入手できます。

《タックスアンサー・ホームページアドレス》

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔａｘａｎｓｅｒ．ｎｔａ．ｇｏ．ｊｐ

※お分かりにならない点は、税務署へご相談を！
†問い合わせ先†
尾 鷲 税 務 署　　　０５９７２－２－２２２２

税  を  知  る  週  間

個人事業者の消費税の各種届出書

　

こ
う
し
た
種
別
確
認
届
の
ほ

か
、
資
格
喪
失
届
な
ど
の
第
３
号

被
保
険
者
の
各
種
届
出
も
、
配
偶

者
の
勤
め
先
や
共
済
組
合
を
経
由

し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

尚
、
配
偶
者
が
退
職
し
た
場
合

や
、
離
婚
し
た
場
合
な
ど
、
第
３

号
被
保
険
者
に
該
当
し
な
く
な
っ

た
時
に
は
、
第
１
号
被
保
険
者
の

資
格
取
得
の
届
出
を
、
本
人
が
役

場
の
窓
口
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
下
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

税
務
住
民
課　

く
ら
し
と
相
談
係


３
│
０
５
１
２
（
担
当　

林
）

◆
第
３
号
被
保
険
者
の

届
出
は
…

◆
加
入
す
る
制
度
が

変
わ
っ
た
と
き
は
…

　

こ
れ
ま
で
、
役
場
の
窓
口
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
の
４

月
よ
り
、
第
２
号
被
保
険
者
で
あ

る
配
偶
者
の
勤
め
先
や
加
入
し
て

い
る
共
済
組
合
を
通
じ
て
行
わ
れ

る
よ
う
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
退
職
し
て
会
社
員
で

あ
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
場
合
に
は
、
健
康
保
険

の
被
扶
養
者
の
届
出
と
一
緒
に
年

金
手
帳
等
の
必
要
書
類
を
添
え

て
、
配
偶
者
の
勤
務
す
る
会
社
に

提
出
し
て
下
さ
い
。

　

配
偶
者
が
転
職
な
ど
に
よ
っ
て

加
入
す
る
年
金
制
度
が
変
わ
っ
た

と
き
、
例
え
ば
、
民
間
の
会
社
に

勤
め
て
い
た
方
が
公
務
員
に
な
っ

た
場
合
や
、
公
務
員
の
方
が
民
間

の
会
社
に
勤
め
厚
生
年
金
に
加
入

し
た
場
合
な
ど
に
は
、
第
３
号
被

保
険
者
の
種
別
確
認
の
届
出
が
必

要
に
な
り
ま
す
。

給 与 所 得 者 の 年 末 調 整

所得税の予定納税（第２期分）

　納税の期間は、１１月１日から１２月２日までです。

　納税する額は、予定納税が必要な方に６月中旬に税務署から

郵送されている「予定納税額の通知書」に記載されている第２

期分の金額です。

　なお、納税手続きの際には、「振替納税」をご利用下さい！

　給与所得者は、毎月の給料やボーナスから所得税が源泉徴収さ

れていますが、その源泉徴収された所得税の合計額と、１年間の

給与総額に対する所得税額とは必ずしも一致しません。

　そこで、その年最後の給与等が支払われる際に、過不足額を精

算する手続が必要となります。（※これを、「年末調整」といいます。）
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神
木
保
育
所
へ
Ｇ
Ｏ
！ 

〜
御
浜
中
学
校
職
場
体
験
学
習
〜

◆
次
号
は
尾
呂
志
保
育
所
で
す
。


お
兄
ち
ゃ
ん
、
お
姉
ち
ゃ

ん
、
ち
ょ
っ
と
照
れ
て
の

自
己
紹
介
。

　
「
仲
良
く
し
て
ね
！
」

　

神
木
保
育
所
は
園
児
16
人
と

少
人
数
で
す
が
、
少
な
い
ゆ
え
に

み
ん
な
一
緒
に
行
動
し
、
年
長
の

子
は
下
の
面
倒
を
見
る
等
、
異
年

齢
の
共
同
生
活
が
自
然
に
身
に
付

い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
豊
か
な

自
然
が
近
く
に
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
の
び
の
び
と
楽
し
く
生
活
し

て
い
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
に
き
て
い
た
中
学
生

の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
対
し

て
も
、
最
初
こ
そ
緊
張
し
て
お
と

な
し
く
し
て
い
ま
し
た
が
、
す
ぐ

に
仲
良
く
な
っ
て
一
緒
に
遊
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

「
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
、
２
日

間
あ
り
が
と
う
。」

　

10
月
２
日
（
水
）
、
神
木
保
育
所

を
訪
れ
る
と
、
園
児
た
ち
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
声
。
ち
ょ
う
ど
そ
の

日
は
御
浜
中
学
校
２
年
生
２
名

（
南
尚た

か
よ
し克

さ
ん
、
畦あ

ぜ

由
美
佳
さ
ん
）

に
よ
る
職
場
体
験
学
習
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

[

遊
戯
室
に
て]

　

運
動
会
で
や
っ
た
「
パ
パ

　

と
デ
ー
ト
」。
ど
っ
ち
も

　

が
ん
ば
れ
！

[

遊
戯
室
に
て]

　

お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ブ

　

ロ
ッ
ク
遊
び

[

園
庭
に
て]

　

お
兄
ち
ゃ
ん
、
か
け
っ
こ

　

手
加
減
し
て
あ
げ
て
ね
。

[

昼
食]

　

お
姉
ち
ゃ
ん
は
食
事
の
準

　

備
の
お
手
伝
い
。

　

今
日
は
一
緒
に
ご
飯
た
べ

よ
う
ね
。

所
長
そ
し
て
保
育
士
の
声

「
疲
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
見
る
と
元

気
に
な
り
ま
す
。
園
児
の
数
は
少

な
い
で
す
が
、
家
庭
的
で
素
朴
な

と
こ
ろ
が
い
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

が
楽
し
み
で
す
。
」

　

こ
の
『
広
報
み
は
ま
』
に
も

御
浜
中
学
校
の
生
徒
２
名
が
職

場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し
た

（
関
係
記
事
↓
18
ペ
ー
ジ
）。

今
回
の
神
木
保
育
所
の
取
材
に

も
ず
っ
と
同
行
し
て
も
ら
い
、

写
真
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ま

で
、
一
通
り
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
も
ほ
と

ん
ど
彼
ら
に
つ
く
っ
て
も
ら
っ

た
も
の
で
す
。

　

２
人
と
も
、
お
疲
れ
さ
ま
！

園
児
の
声

「
お
友
達
も
い
っ
ぱ
い
い
る
し
、

先
生
も
優
し
い
の
で
す
ご
く
楽
し

い
で
す
。
給
食
も
お
い
し
い
よ
。
」

職
場
体
験
に
来
た
中
学
生
の
声

「
子
ど
も
が
好
き
な
の
で
、
こ
の

職
場
を
選
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
は
、
み
ん
な
仲
が
い
い

の
で
、
と
て
も
な
ご
ん
で
楽
し
い

で
す
。
こ
の
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
」

皆
さ
ん
に

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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そ
の
帽
子
、
も
ら
っ
た
ぁ
〜
！

（10/13　市木保育所）

（9/22　尾呂志保育所）

バ
ル
ー
ン
ダ
ン
ス

　


さ
か
な
、
さ
か
な
、
さ
か
な
〜


ひ
っ
ぱ
れ
〜　

ひ
っ
ぱ
れ
〜

や
っ
た
ぜ
！
1
等
賞
！

（9/29　神志山小学校）（10/6　阿田和小学校）

（10/13　阿田和保育所）

ア
ン
カ
ー
、
あ
と
は
た
の
ん
だ
ぞ
！

向こう側向こう側
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（10/13　阿田和保育所）

パ
パ
と
デ
ー
ト


（9/29　神木保育所）（9/22　尾呂志小学校）

（9/29　御浜小学校）

（10/13　志原保育所）

デ
カ
い
の
釣
れ
た
！

と
れ
そ
う
で 

と
れ
な
〜
い
っ

マ
マ
と
お
そ
ろ
い 

ペ
ン
ギ
ン
さ
ん
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クローズ
- UP・みは

まち
ょう
の

みは
まち
ょう
のうの

みは

ージあなたのペー

総務課総務課

身近な話題を

　お寄せください

　　　　行政係

鵜殿署 メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

メ
ー
ル
ボ
ッ
ク
ス

鵜殿署

◆
Ｄ
Ｖ
法
と
は
…

　

こ
の
職
場
体
験
は
、
紀
南
管
内

の
中
学
校
で
総
合
的
学
習
の
一
環

と
し
て
、
数
年
前
よ
り
取
り
組
ま

れ
て
い
る
も
の
で
、
御
浜
中
学
校

で
は
、
10
月
2
日
・
３
日
の
２
日

間
、
2
年
生
を
対
象
と
し
た
、
職

場
で
の
体
験
学
習
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
亀
山 

航
わ
た
る 

君
（
2
年
）

と
塩
崎 

芳よ
し
き樹 

君
（
2
年
）
の
両

名
が
町
行
政
に
お
け
る
広
報
の
現

場
を
体
験
！

　

初
日
は
、
神
木
保
育
所
で
の
１

日
を
カ
メ
ラ
片
手
に
取
材
、
そ
の

後
、
住
民
の
方
に
音
声
と
し
て
広

報
を
行
っ
て
い
る
防
災
行
政
無
線

の
シ
ス
テ
ム
な
ど
。

　

2
日
目
は
、
初
日
の
取
材
内
容

に
つ
い
て
の
原
稿
作
り
、
自
分
達

が
撮
っ
た
写
真
の
選
定
、
レ
イ
ア

ウ
ト
ま
で
を
体
験
。

　

彼
ら
に
と
っ
て
、
す
べ
て
が
初

・
配
偶
者
（
内
縁
関
係
を
含
む
）

か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

の
保
護
に
関
す
る
法
律
と
し
て

『
Ｄ
Ｖ
法
』
が
あ
り
ま
す
。

　

被
害
者
本
人
か
ら
、
裁
判
所
へ

の
申
し
立
て
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

裁
判
官
か
ら
相
手
方
に
「
６
ヶ
月

間
被
害
者
へ
の
接
近
禁
止
」
又
は

「
２
週
間
住
居
か
ら
の
退
去
」
の

保
護
命
令
が
出
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
命
令
に
違
反
し
た
場
合

は
、「
懲
役
又
は
罰
金
」
を
定
め

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
裁
判
所
へ
の
申
し
立
て

に
あ
た
っ
て
は
、
警
察
と
の
事
前

の
相
談
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

†
問
い
合
わ
せ
先
†

鵜
殿
警
察
署
（
生
活
安
全
課
）


０
７
３
５
│
３
３
│
０
１
１
０

「
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
」や

「
Ｄ
Ｖ
法
」に
つ
い
て

知
っ
て
ま
す
か
？

◆
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
と
は
…

・
恋
愛
感
情
等
が
満
た
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
で
、
特
定
の
人
や
そ
の

取材中の2人（きまってるね！）

配
偶
者
等
に
対
し
て
、
つ
き
ま
と

い
等
（
待
ち
伏
せ
、面
会
の
強
要
、

乱
暴
な
言
動
、
連
続
し
た
電
話
）

を
繰
り
返
し
行
う
こ
と
を
「
ス
ト

ー
カ
ー
行
為
」
と
言
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
規
制
す
る
た
め
、

『
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
』
が
あ
り
、

違
反
者
に
は
「
懲
役
又
は
罰
金
」

を
定
め
て
お
り
ま
す
。

※
警
察
で
は
、
こ
れ
ら
に
関
す
る

被
害
者
か
ら
の
相
談
受
付
と
捜
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

職場体験で

ジュニア広報マン

大活躍！塩崎　芳
よ し き

樹君
（御浜中 2 年）

亀山　航
わたる

君
（御浜中 2 年）

め
て
の
こ
と
、
最
初
は
、
笑
顔
も

口
数
も
少
な
く
不
安
な
表
情
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
次
第
に
原
稿

の
レ
イ
ア
ウ
ト
が
決
ま
っ
て
く
る

と
表
情
も
和
ら
ぎ
、
充
実
感
さ
え

感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

２
人
が
手
掛
け
た
取
材
の
内
容

は
、
本
編
15
ペ
ー
ジ
（
話
題
紹
介

コ
ー
ナ
ー
）
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

　

２
日
間
、
広
報
の
職
場
を
体
験

さ
れ
た
２
人
か
ら
は
、
率
直
な
感

想
も
聞
け
ま
し
た
。

◆
職
場
体
験
に
来
て
、
色
々
な
事

を
知
り
ま
し
た
。

・
動
く
被
写
体
を
撮
る
難
し
さ
。

・
写
真
を
１
０
０
枚
撮
っ
て
も
、

数
枚
し
か
使
わ
れ
な
い
と
聞
い

た
時
は
、
驚
き
が
あ
っ
た
。

・
取
材
し
た
事
を
、
記
事
と
し
て

書
く
難
し
さ
を
知
っ
た
。

・
自
由
に
写
真
撮
影
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
、
失
敗
も
多
く
し
た
け

ど
、
楽
し
く
撮
れ
た
。

・
自
分
達
で
記
事
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
事
は
、
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
。

・「
広
報
み
は
ま
」
を
作
る
こ
と

が
、
こ
ん
な
に
疲
れ
る
と
は
、

そ
し
て
、
こ
の
様
な
事
が
、
毎

月
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
大
変

さ
が
わ
か
っ
た
。
な
ど
…

　

す
べ
て
を
終
え
、
役
場
を
あ
と

に
す
る
時
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
」
と
、
深
々
と
頭
を

下
げ
た
そ
の
２
人
の
姿
に
は
、
最

初
の
不
安
そ
う
な
顔
か
ら
一
変

し
、
安
堵
な
表
情
と
、
一
つ
の
事

を
成
し
遂
げ
た
達
成
感
の
様
な
も

の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
が
、
彼
ら
の
心
の
中

で
「
自
信
」
と
し
て
育
ま
れ
る
こ

と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

何
事
に
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
精

神
で
ガ
ン
バ
レ
！
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　９月２１日（土）、勤労者体育センターにおいてミニ

バスケット教室が開催されました。町内の小学生５３

人の申し込みがあり、プレーする子の楽しそうな笑顔

から子どもたちのバスケット人気がうかがえました。

毎月一回行っているこの教室、毎回とても好評で、回

を重ねるたびに参加数も増えているということです。

　この教室は、教育委員会生涯学習係が主催する総合

スポーツ教室の一環として行われているもので、その

他、１０月から１２月までは毎月一回サッカー教室が、

また今後はバレー教室やスキー教室も開催される予定

です。

　申し込みは随時受け付けていますので、教育委員会

までお気軽にご連絡ください。

◆今後の予定◆

　 ミニバスケット教室　　　　　サッカー教室

 １１月　２日（土） １１月１６日（土）

 １２月　７日（土） １２月１４日（土）

 １月１８日（土）

 ２月　８日（土） バレー教室　   　 

 ３月　１日（土） １月２５日（土）

  ２月１５日（土）

　スキー教室

　２月２２日～２３日（岐阜県）

†問い合わせ先†

教育委員会　生涯学習係　３－０５２６

　「人権と共生の世紀」といわれる２１世紀。「人権」
ってかたくるしくって苦手・・・と思っている方も多
いかもしれません。
　でも「人権」はみんなにとって一番身近で一番大事
なことですね。私たち一人一人がそれぞれの違いを認
め合い、お互いを思いやって共に仲良く生きていける
まちづくりをめざしましょう。

（平成14年８月１日～31日届出分）

PLAY  BACK  TOPICS

大向井　零
れ の

之く
ん

弘樹さ
ん・香澄さ

ん 

堀　翔
しょうた

太く
ん

良博さ
ん・千恵子さ

ん 

   阿田和  



平山　歩
あゆむ

夢く
ん

稔さ
ん・あすかさ

ん 

川上　かおるちゃん

英明さ
ん・裕美子さ

ん 

   市　木  



9月のできごと

中井　萌
もえ

ちゃん

崇さ
ん・綾美さ

ん 

白樫　未
み く

来ちゃん

純さ
ん・ちづるさ

ん 

「差別をなくす強調月間」
11月11日（月）～12月10日（火）

ミニバスケット教室

大江　怜
れ み

弥ちゃん

明凡さ
ん・美紀さ

ん 

栗原　誠
せいや

哉く
ん

智也さ
ん・晃子さ

ん 
垣内　晋

しん
く
ん

清明さ
ん・磨美さ

ん 

（7月に届出のあった方）

   阿田和  


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表紙 のことば

お
買
い
物
は　
　
　
　
　
　
　
　

ぜ
ひ
町
内
の
お
店
を　
　
　
　
　
　

ご
利
用
下
さ
い
ネ
。
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平成１４年11月１日発行

　曇り空の中行われた尾呂
志運動会。一般競技 ｢ベス
トペア ｣の一コマです。
　来年からは、尾呂志小・
中学校が新校舎に移転にな
るため、このグラウンドで
運動会を行うのも今年で最
後。場所は変わっても、こ
この思い出だけは記憶の中
にずっと残しておきたいで
すね。

Photo　尾呂志中学校にて

笑顔で
一着ゴ

ール！

まちの
風物詩

10月１日現在　人口 10，298人（＋17人） 男4，803人　女5，495人　世帯数4，261戸

年中 のとれる町この広報紙は再生紙を使用しています

月
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
、

身
の
ま
わ
り
の
自
然
が
大
き

く
変
化
す
る
季
節
で
す
。
木
の
葉

の
紅
葉
や
落
葉
、
空
や
雲
の
変
化

な
ど
、
見
過
ご
し
が
ち
な
自
然
を

楽
し
む
こ
と
で
、
心
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
は
ど
う
で
す
か
？

▼
例
年
９
月
初
旬
に
実
施
し
て
お

り
ま
し
た
「
総
合
防
災
訓
練
」
が

今
月
17
日
（
日
）
に
御
浜
小
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
会
場
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
マ
ス

コ
ミ
等
の
報
道
で
も
、
過
去
起
き

た
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
と

い
っ
た
大
規
模
地
震
の
発
生
が
危

惧
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
日
頃
の
備
え
、

そ
し
て
「
訓
練
」
が
、
い
ざ
と
い

う
時
、
我
が
身
を
守
る
の
で
は
…

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
、
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

11

　

11
月
９
日
（
土
）
〜
15
日
（
金
）

ま
で
「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運

動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

〜
住
宅
防
火 

命
を
守
る

　

 

３
つ
の
習
慣
〜

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
物

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

◆
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、
火
気
を

使
う
機
会
が
増
え
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
知
識
を

持
ち
、
こ
れ
ら
の
実
践
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
！

秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動




